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高齢者の社会参加をサポートし、活力ある地域社会の発展を目指しています。

会員数687人(男 431人女256人)令和8年6月巧日現在

伏野海山
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驫
回
定
時
総
冨
が
開
催
さ
れ
る

5
月
器
日
(
木
)
午
後
1
時
釦
分
か
ら
、

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
妬
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
会
員
在
籍
中
の
物
故
者
の
冥

福
を
祈
り
、
黙
と
ぅ
を
さ
さ
げ
た
後
、
奥

田
理
事
長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た

続
い
て
、
永
年
功
労
役
員
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
と
永
年
就
業
会
員
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

奥
田
理
事
長
が
仮
議
長
に
な
り
、
総
会

の
開
会
を
宣
言
し
た
後
、
総
会
の
議
決
権

を
有
す
る
会
員
は
朧
人
で
あ
り
、
委
任
状

を
含
め
た
当
日
の
出
席
会
員
は
、
瑚
人
で

あ
る
こ
と
を
事
務
局
が
報
告
し
、
仮
議
長

が
議
案
審
議
に
必
要
な
定
足
数
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た

奥
田
兼
之
会
員
が
本
会
の
議
長
に
選
出

さ
れ
、
最
初
に
、
洞
崎
雅
好
監
事
が
監
査

報
告
を
行
い
、
続
い
て
、
山
本
事
務
局
長

が
報
告
事
項
1
か
ら
3
ま
で
説
明
し
た
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

件
」
、
第
2
号
議

N

案
匝
事
B
名
選

任
の
件
」
、
第
3

珂

号
議
案
「
監
事
2

名
選
任
の
件
」
、

第
4
号
議
案
「
役

員
の
報
酬
等
及
び

衛

費
用
に
関
す
る
規

程
の
一
部
変
更
承

認
の
件
」
は
、
原

案
ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
度
の
役
員
の
選
任
は
、
令
和
7
年

4
月
1
日
に
公
益
認
定
法
の
部
改
正
が

施
行
さ
れ
、
す
べ
て
の
理
事
が
改
選
さ
れ

る
日
の
翌
日
か
ら
、
理
事
及
び
監
事
は
、

そ
れ
ぞ
れ
1
人
以
上
、
セ
ン
タ
ー
の
外
部

の
人
材
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
っ
た

た
め
、
新
た
な
理
事
と
し
て
、
社
会
保
険

労
務
士
で
あ
る
「
岡
中
美
砂
江
」
氏
を
、

新
た
な
監
事
と
し
て
中
小
企
業
診
断
士
で

あ
る
「
林
浩
志
」
氏
を
候
補
者
と
し
て
提

案
し
、
役
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

午
後
3
時
巧
分
に
奥
田
議
長
が
閉
会
官

口
を
行
い
、
総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
会
員
の
皆
様
に
会
場
に

残
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
間
に
臨
時
理
事

会
を
開
催
し
て
、
理
事
長
に
「
奥
田
恒
久
」

理
事
、
副
理
事
長
に
「
中
島
有
爲
子
」
理
事
、

専
務
理
事
に
「
山
本
雅
宏
」
理
事
を
選
定
し
、

会
員
の
皆
様
に
奥
田
理
事
長
が
就
任
の
挨

拶
を
し
ま
し
た

義
施
珍
Φ
斡

手
在
詫
1
ー ξ

.

第
1
号
議

案
か
ら
第
4

号
議
案
に
つ

て
、
議
案

いご
と
に
事
務

局
が
説
明
し
、

審
議
さ
れ
た

後
、
第
1
号

議
案
「
令
和

7
年
度
収
支

決
算
承
腎

四

業
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
経
過
措

置
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
仕
入
税
額

控
除
の
適
用
割
合
が
令
和
8
年
W
月
か

ら
引
き
下
げ
ら
れ
る
た
め
、
配
分
金
に

含
ま
れ
る
消
費
税
の
納
税
額
が
増
え
、

負
扣
が
大
き
く
な
り
ま
す
そ
の
た
め
、

セ
ン
タ
ー
は
、
税
負
担
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
今
年
4
月
か
ら
事
務
費
率

を
ー
%
引
き
上
げ
、
N
%
に
し
ま
し
た
。

昨
年
W
月
4
日
に
鳥
取
県
の
最
低
賃

^
が
^
^
に
引
き
^
げ
ら
^
た
た
め
、

セ
ン
タ
ー
は
、
受
注
見
積
基
準
表
を
改

正
し
、
今
年
4
月
か
ら
配
分
金
の
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
客
様
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
な
お
^
層
、
き

め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
^
い
い
た
し

ま
すセ
ン
タ
ー
の
運
営
に
外
部
の
視
点
を

取
り
入
れ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
や
透

明
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

本
年
5
月
に
開
催
し
た
第
妬
回
定
時
総

会
に
お
い
て
、
外
部
理
事
と
外
部
監
事

の
選
任
を
提
案
し
、
議
決
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
通
信
手
段
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
会
員
専
用
サ
イ
ト

m
昌
一
ゆ
8
m
忌
一
Φ
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
等
、
業
務
の
効
率
化
の

端
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

私
は
、
第
妬
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、

理
事
に
再
任
さ
れ
、
同
総
会
の
後
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
理

事
長
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意

そ
の
職
責
を
全
う
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
国
内
で
は
、
中
東
紛
争
に
伴
い
、
石

油
関
連
製
品
の
不
足
が
発
生
し
、
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
一

方
、
人
口
減
少
に
ょ
り
少
子
高
齢
化
が

進
み
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
拍
車

が
か
か
り
、
企
業
の
人
手
不
足
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
「
人
生

娩
年
時
代
」
、
「
生
涯
現
役
時
代
」
と
言

わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

さ
て
、
本
年
4
月
か
ら
、
一
般
家
庭

と
公
共
団
体
と
の
契
約
を
厚
生
労
働
省

が
小
す
セ
ン
タ
ー
と
会
員
発
注
者
と

の
三
者
に
ょ
る
包
括
的
契
約
方
式
に
移

行
し
、
企
業
と
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

順
次
移
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
契

約
方
式
が
変
わ
っ
て
も
、
会
員
の
皆
様

が
行
う
作
業
内
容
や
支
払
わ
れ
る
対
価

は
、
変
わ
ら
な
い
の
で
、
安
心
し
て
就
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理事長挨拶

奥田恒久



あ世話になります

令郡年度地域班

地域班連絡協議会 (敬称略)

(末恒)

(地域班連絡協会会長)

博美()

(地域班連絡協会副会長)

口 多(稲葉山)

原 (岩)

治 (修立)

征部 (日進)

臣田 (久松)

田 (城北)

男(浜坂)野

澤 (醇風)

田 (明徳)

上 (美保)

田 (美保南)

島 (面)新

本 司 (津ノ井)新

英 (世紀南)

(世紀北)^

則 (美和)

尚 (松保)

(湖山南)新

夫 (湖山北)

典 (国府)

生 (気)

(青谷)

博 (河原)

幸 (用瀬)

班長さんには地域班連絡協議会(班

長会)への出席のほか、事務局からの
連絡事項の伝達や資料の配布、ボラン
ティアや会議の出欠の取りまとめなど、
大変お世話になります。会員の皆さん
も、地域班活動に、こ協力いただきます
ようよろしくお願いします。

宗

おめでうございます

役表彰

役員どして10年以上センターの発展に寄与され、多大なる貢献をされた

功績に対して感謝状を贈呈しました (敬称略)

(津ノ井)恒久理事長奥田

(湖山北)理事山下 峰子

寿美雄 (松保)理事瀧

地域班活動に参加しましょう Ξ1

退任役員

太田義久坂田照惠;監理

長きにわたり、センター役員として事業発展にご尽力いた
だきありがとうございました。

会表彰

会員として継続10年以上在籍し、積極的に就業しセンターの発展に寄与

された次の30名の皆様が表彰されましたおめでとうございます(敬称陶

地域班は、会員相互の連帯意識の向上と親睦を

基調に、就業機会の確保及ぴ連絡調整を円滑に行

うことを目的として設置しています。

班長・世話人を中心として、ボランアイア活動

や会員募集運動、地域班会など様々な活動が行わ

れています。地域班活動は、情報交換の場として

も大変有意な場となっています。会員さん同士

が顔見知りになることで、就業の幅が広がった、

いろいろな情報が入ってくるようになった、困っ

た時に助けてもらったといった声も届いています。

会員の皆さんは、地域班活動やボランティア活動

に積極的に参加しましょう。

臣と
^

梨原裕子

福田克彦

植木良

彦谷尻

岡中美砂江

洞崎雅好

外部監事林 浩志

※任期:令和10年の定時総会終結の時まで

20年表彰(平成18年4月1日~平成19年3月31日までの入会者)

一則

典征
^
子「コ

ちゑ子

今後も健康に留意され、ますますのご活躍を祈念いたします

公之

有爲子

偉人

隆弘

研一郎

定義

篤志

忠章

恵美子

誠司

仁子

(河原)

(日進)

(河原)

(気高)

(末恒)

(気高)

(明徳)

(浜坂)

(国府)

(稲葉山)

(稲葉山)

渡辺

10年表彰(平成27年4月1日~平成28年3月31日までの入会者)

^シルバーとっとり V0185 20267

第45回定時総会で役員改選があり、新体制となりました。

誠(岩倉)細田

宮治隆史(日進)

石井ミチ子(岩倉)

尾弘子(面影)

豊(国府)田

村哲也(日進)

上君野(津ノ井)

田光司(風)

誠(湖山北)口

宮恵美子(湖山北)

方義之(久松)

理

外部理

用
遷
用
国

(
(
(
(

男
子
子
昭

富
節
節
敏

尾
中
本

原
長
竹
寺

)
)
)
)

瀬
喬
瀬
府

田
島
口
村
保
中

有
中
猪
岡
友
田

用
用
面
日

(
(
(
(

田
本
本
田

森
松
森
戸

林
田
坂
上
本
嶋
川
邉
中

谷

前
山
谷
藤
浜
矢
桜
副
大
砂
戸
井
奥
中
山
前
土
小
福
小
村
山
中
長
渡
田 田

木
米
安

口
尾
坂
西

中
植
中
井
角
谷
松
山

理
理
理

久
子
宏
子
枝
輔
彦

美
み

爲
恒
有
雅
峰
寿
す
大
徳

田
島
本
下
田
本
墻

奥
中
山
山
瀧
須
松
西事

長
長
事
理

理
務

理
副
専
理
理
理
理
理

豊
初

芳
兼

邦
和

)
)
)
)

瀬
瀬
影
進



. 第25回安全大会

7月は安全・'正就業1 化月間

7月は国が実施する全国安全週問(7月1日~

7月7日まで)に合わせて、

7月1日~ 7月31日を「安全・適正就業強化月

間」と定め、安全意識の高揚を図るため、当セン

ターも次のとおり啓発活動を展開します。

①安全就業強化月間の看板の設置

(事務所の入口)

②安全パトロールの強化実施

③「シルバーとっとり」に安全啓発のための記

事を掲載

④鳥取県シルバー人材センター連合会主催の安

全研修会に参加

令和8年4月旧かb
賠償保険の補償対象が変更になります

令和8年4月1日から、会員同士の物損事故は

賠償保険の補償対象外となりました。複数の会員

で作業する場合は、くれぐれも安全管理に努めて

ください。

電動剪定バサミの事故が
国的に増えています

電動剪定バサミは、握力が低下した高齢の

方でも力を使わずに枝を切ることができる便

利な道具ですが、切れ味が非常に鋭く、指の

切断など重大な事故につながる危険がありま

す。使用する際は、絶対にハサミに手や顔を

近づけないで集中して作業を行ってください。

電動剪定バサミを使用する際は、防刃手袋や

耐切創手袋を着用

してください。た

だし、着用しても、

切断の危険性があ

りますので、油断

は禁物です。事故

ゼロを目標に安

全・安心な就業を

お願いします。

0シルバーとっとり V0185 20267

第
背
安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

3
月
6
日
(
金
)
、
さ
ざ
ん
か
会

館
に
お
い
て
、
第
部
回
安
全
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
会
員
が
安
心
し
て

就
業
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
と
、

安
全
・
適
正
就
業
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
及
び
事
故
防
止
の
た
め
の
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
.

当
日
は
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
安

全
・
適
正
就
業
に
対
す
る
閑
の
深

さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

令
和
8
年

の
安
全
・
適

正
就
業
標
語

作
品
の
表
彰

後
、
令
和
7

年
度
の
安

全
・
適
正
就

業
の
取
り
組
み
状
況
や
、
セ
ン
タ
ー

会
員
と
し
て
、
適
正
な
就
業
方
法
と

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ

い
て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
と
っ
と
り
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
森
山
慎
一

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
身
近
な

危
機
管
理
 
S
交
通
事
故
(
犯
罪
)

被
害
者
・
遺
族
の
実
相
を
踏
ま
え
て

S
」
と
題
し
て
、
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
機
に
、
よ
り
一
層

安
全
意
識
を
高
め
就
業
中
及
び
就

業
途
上
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
と

も
こ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
さ
ら
な
る

躍
進
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
て
大

会
を
終
了
し
ま
し
た



漫1,、中症予防
汗をかく夏は身体の水分が不足して、脱水症状こ陥りやすいので、

のどが渇く前にこまめに水分補給をしましよう。

意識がもうろうとする就業中自力で水めない
又は意識がないなどのめまい、立ちくらみなどの

熱中症の症状のある本人に熱中症の
会員を発見した場合自覚がある場合

亀.'

'

、、

をて体を冷やす・11 番・》防に通
訂^^、

夏場の、中症は大げさではなく重症化すると命にかかわることもあ大変危険な病気です。

一症におけるセンターへの緊急連絡先及び受信日時は、下記のとおりです。

6ハ日~9/30日までの間の6ne~9/30日までの問の平日の場合
土日、休日及ぴ8門3日~8/15日の場合

8時30分~17時15分 8時30分~17時15分
↓ ↓

(085刀2 -0050 ( 90)乃90.6838 (090) 587フ-98仍

就業中に熱中症になり、通院や入院された場合、センターが加入している倶害保険の補償対歌と

なりますので、お早目に事務局までご連絡ください。
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烏
取
市
シ
し
バ
ー
人
セ
ン
タ
ー
は
今
年
、
誰
肱
5
周
年
を
迎
え

4

昭
和
弱
年
7
月
に
、
社
団
法
人
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
。
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
に
、
一
局
齢
者
の
就
業
機
会
を

提
供
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た

平
成
鍵
年
に
は
、
公
益
社
団
法
人
総
定
を
受
け
、

市
民
の
皆
様
や
発
注
者
の
方
々
か
ら
法
人
と
し
て
の

社
会
的
信
用
を
高
め
ま
し
た
。

令
和
6
年
Ⅱ
月
に
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施

行
さ
れ
、
請
負
・
委
任
の
仕
事
に
就
業
す
る
会
員
に

会
員
専
用
サ
イ
ト
「
m
忌
一
ゆ
甘
 
m
豆
一
ゆ
」
を
活
用
し

て
就
業
条
件
の
明
示
を
開
始
し
ま
し
た

ま
た
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
、
「
特
定
受
託
事

業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
こ1

対
応
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
と
発
注
者
、
会
員
と
の

三
者
間
の
包
括
的
契
約
方
式
(
新
契
約
方
式
)
を

般
家
庭
と
公
共
団
体
と
の
契
約
に
適
用
し
ま
し
た

変
化
し
続
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
今
後
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市

民
に
愛
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い

る
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
社
会
に
貢
献
し
、
そ
の
期
待
に
応
え

る
た
め
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
次
の
節

目
の
弱
周
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す

妬
午
の
あ
ゆ
み

昭
和
%
年
社
団
法
人
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
総
会
(
会
員
数
鵠
人
)

印
年
「
高
年
齢
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

が
法
制
化

平
成
2
年
事
務
所
を
富
安
の
鳥
取
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
移
転

7
年
事
務
所
を
幸
町
の
旧
市
立
病
院
跡
地
に
移
転

巧
年
市
町
村
合
併
(
1
市
6
町
2
村
)
に
よ
る
シ
ル

バ
ー
統
合

円
年
事
務
所
を
富
安
の
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
へ

移
転
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
(
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
)

開
始

刀
年
行
政
刷
新
会
議
の
「
事
業
仕
分
け
」
に
よ
り
翌

年
度
の
国
庫
補
助
金
予
算
削
減
決
定

2
年
用
瀬
取
次
所
開
所
式
(
」
R
西
日
本
用
瀬
駅

舎
内
)

N
年
鳥
取
県
知
事
よ
り
「
ハ
ム
益
社
団
法
人
」
と
し
て

の
認
定
を
う
け
る

設
立
刃
周
年
記
▲
琵
録
集
「
あ
ゆ
み
」
発
行

「
ハ
ム
益
社
団
法
人
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
(
△
苔
貝
数
1

人
)

@

υ
年
改
正
労
働
者
派
遣
法
成
立
(
釦
歳
以
上
の
派
遣

労
働
者
は
期
間
の
制
限
な
く
就
業
が
可
能
に
)

令
和
元
年
皇
位
継
承
に
伴
う
改
元
(
平
成
か
ら
令
和
へ
)

(
会
員
数
4
人
)

高
齢
法
第
四
条
に
基
づ
く
就
業
時
間
を
拡
大
す

る
特
例
措
置
の
指
定

2
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
に
蔓
延

3
年
安
全
大
会
・
普
及
啓
発
活
動
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

行
事
が
中
止

5
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
「
2
類
相
当
」

か
ら
「
5
類
」
に
変
更

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
(
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
)

が
施
行

6
年
会
員
専
用
サ
イ
ト
誘
ヨ
=
Φ
一
o
m
a
=
Φ
」
導
入

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施
行
会
員
専
用
サ
イ

ト
「
m
a
=
Φ
一
0
山
ヨ
一
Φ
」
を
活
用
し
て
就
業
条

件
の
明
示
を
開
始

8
年
請
負
・
委
任
業
務
の
契
約
に
セ
ン
タ
ー
と
発
注

者
、
会
員
と
の
三
者
間
の
包
括
的
契
約
方
式
を

採
用
公
益
法
人
制
度
改
正
に
伴
う
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
の
強
化
に
基
づ
き
外
部
理
事
・
外
部
監
事
が

就
任

し
こ

シルバーとっとり V0185 20267



・
障
子
・

網
戸
講
会

2
月
竹
日
(
火
)
か
ら
2
月
⑳
日
釡
)

ま
で
の
4
日
間
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

と
っ
と
り
作
業
室
で
「
襖
・
障
子
・
網
戸
の

張
替
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
日
頃
か
ら
障

子
や
襖
の
張
替
で
就
業
さ
れ
て
い
る
べ
テ
ラ

ン
会
員
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
建
具
の
種
類
や
構
造
、
専
用

工
具
の
仕
組
み
や
使
い
方
、
張
替
え
手
順
、

納
得
し
て
も
ら
え
る
仕
事
を
行
う
上
で
の
注

意
点
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
実
際
に
張
替
え

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

講
師
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
習
得
し
た
コ

ツ
や
ポ
イ
ン
ト
を
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
が
ら
の
実
技
と
な
り
ま
し
た
。
受
講
生
も

疑
問
に
思
っ
た
と
こ
ろ
は
質
問
す
る
な
ど
、

と
て
も
有
意
義
な
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

の
づ
く
り
講
会

2
月
即
日
釡
)
女
性
部
主
催
と
し
て
、
「
物

づ
く
り
講
翼
至
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
あ
ず
ま
袋
」
を
手
作
り
し
よ

う
!
と
い
う
こ
と
で
、
手
作
り
作
品
製
作
を

し
て
い
る
会
員
の
方
に
講
師
を
お
願
い
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
製
作
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
長
方
形
の
生
地

の
中
か
ら
好
み
の
生
地
を
選
ぶ
と
、
そ
の
ま

ま
折
り
た
た
み
袋
状
に
し
、
ミ
シ
ン
を
使
う

こ
と
で
あ
っ
と
い
う
間
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
、
講
師
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の

み
な
さ
ん
は
、
手
作
り
作
品
を
製
作
し
、
「
い

な
ぱ
の
お
袋
市
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、

い
つ
で
も
見
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
手
づ
く
り
の
会

毎
週
金
曜
午
後

刈
払
機
扱
講

6
月
5
日
(
金
)
、
美
津
吉
商
事
株
式
会

社
の
堀
江
哲
矢
氏
を
講
師
に
迎
え
、
稲
葉
山

小
学
校
で
刈
払
機
取
扱
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。午
前
の
座
学
は
、
テ
キ
ス
ト
や
実
際
に
機

械
に
使
用
し
て
い
る
部
品
を
手
に
取
り
、

仕

組
み
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を
学
び
、
午
後

か
ら
は
「
自
身
や
周
囲
の
安
全
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
講
師
の
指
を
受
け
な

が
ら
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
刈
払
機
に
触
れ
る
参
加
者
が

多
く
、
草
刈
刃
の
取
付
け
方
法
や
潤
滑
油
の

補
充
方
法
、
燃
料
の
入
れ
方
や
正
し
い
肩
バ

ン
ド
の
位
置
、
草
を
刈
る
際
の
草
刈
刃
の
角

度
な
ど
の
基
礎
か
ら
学
習
し
ま
し
た
。

正
し
い
基
本
動
作
を
守
っ
て
作
業
を
す
れ

ぱ
、
安
全
な
作
業
と
な
り
ま
す
。
講
習
会
で

学
ル
だ
こ
と
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
、
今
後

も
事
故
の
な
い
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
職
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た

<
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
>

採
用
(
3
月
1
日
付
)

回
康
診
断
.

《

〔

け
ま
し
ょ
う

毎
日
元
気
に
活
躍
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
健
康
体
で
あ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
が
、
運
動
不
足
や
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
身
体
に
不
調
が

起
こ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
発
症
初
期
の
段
階
な
ど
で

は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
、
症

状
が
現
れ
た
時
に
は
す
で
に
進
行
し

て
い
る
と
い
う
病
気
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

定
期
的
に
自
分
の
健
康
状
態
を
把

握
し
、
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受

け
る
な
ど
し
て
健
康
管
理
を
し
っ
か

り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
が
、
お
持
ち
の
豊
か
な

経
験
や
知
識
を
地
域
社
会
で
存
分
に
活

か
せ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ト

^甘雪
、鹽

'風" 1郵

●楽しかった

●師の方か

●とても勉強

えたいと思います。

受者の声

参加したいです。・す。機会があればまナ

に教えていただきました。
宅の子を張り替こナ'した。早速、

受者の

●実用的なあずま袋、時内に完成できて

成感がありました.

●師の方にはていねいに教えていただきあ

りがとうこざいました。

●久しぶりに裁縫しましたが、楽しかつたです.

受者の声

●座学と実技がとても勉強になりました。

●初0に帰った持ちで出来てよかつ

たです。

●刈払機のメンテナンス方法が大変

考になった。

^シルバーとっとり V0185 20267

事業係

太田貴尚



こんな時は事務局に連絡ください

●転居したとき

●電話番号を変更したとき(携帯も含む。)

●自己都合や体調不良等で、時間に制約が

あったり、仕事ができないことを事務局

に伝えていた方が就業可能になったとき。

最新の会員情報が把握できていないと、

仕事があっても連絡を控えていることがあ

りますので、忘れずにこ一報ください。

印
コ

r'・ー、

^

0、妄●三日言の^^^^言●三

鳥取市シルバー
人材センター
(高齢者福祉センター内)

スミ男

スミ男とスミ子の小話日記

肩こり編

スミ子

私たと一緒ιL働いみませんか?
シルバー人材センターは、家庭・企業・公共団体などから、高
齢者にふさわしい仕事を引き受け、ライフスタイルに合わせたお
仕事を会員に提供しています。

鳥取市にお住まいの、健康で働く意欲のある60歳以上で、セ
ンターの趣旨に賛同する方であれば、どなたでも会員になれます。

会員になって働いてみたいけど「できる仕事があるかなあ」
「自信がないなあ」などと心配されずに、まずは説明会に参加し
てください。

最近、肩が凝って、よく眠れな

いから、毎日、湿布を貼ってい

るわ。

それは大変。現代人は長時間、仕

事でパソコンを使ったり、スマホ

を使う機会が増えたからね。下向
きで作業すると、肩や首周りの筋

肉が硬直し、その部分の血流が悪
くなっていることが原因だね。

スミ子

スミ子

●毎第2.第4火曜日午後2時から納1時間程團
※予約不要(祝日にあたる場合は翌日になります。)

●場所鳥取市シルバー人材センター研修室

令和8年7月14日(火)・ 28日(火) 10月13日(火)・ 27日(火)
8月12日休)025日(火) 11月10日(火)・ 24日(火)

9月圏日(火)。 24日 12月8日(火)' 22日(火)
※第4木曜日

^

私も、会社では毎日パソコンを使
い、家庭ではよくスマホを見てい

るわ。

人の頭はポーリング玉(約5キ

ロ)位の重さがあるっていうから

ね。そ五ノな時は、手を両肩に置い

たまま、肘を大きく、上下に、 則

回し、後ろ回しを50回ずつ、
^

計100回。これを1か月続けると、

肩凝り解消の効果は絶大だよ。腕

を回すとき呼吸を忘れないでね。

スミ男

^

話をくたけでもかまいません。
お気軽にこ参加ください。

編集後記誰もが一度は「生成AUのニュースを真に
したことがあると思います。スマホやパソコンを使って、簡
単に文章や画像、動画などを作成できる時代になりました。
既に多くの企業が業務に導入しているほか、教育現場でも、
生徒の主体的な思考力を補強するための活用が検討されてぃ
るようです。

先日、スマホの生成A1で絵を描いてみたのですが、あっ
という間にきれいな画像が出来上がって驚きました。次に何
を試してみようかとワクワクしています。(S.T)

すぐにでも入会を希望される方には、

この日以外でも個別に入会説明会を行います。
お気軽にお間い合わせください。

スミ男

★対象者

◎一般の方(60歳以上で就業を希望されている方

就業に関するこ相談

◎シルバー会員の方

現在就業中で悩みをお持ちの方、就業の機会がまだない方
就業に関する要望など

毎月第4木曜日(予約制)午御時30分~3時30分
※前日までに電話予約のうぇ、こ利用ください。

φ 市シルバー
公益

センター社団法人"

〒680-0845鳥取市富安2丁目104-1 TEL0857・22・0050 FAX0857-22.0051

E・maiけottori@sjc.neJp https://WWW.tottori-sjc,orJP ^YOUTube 鳥取市シjレバー人材センター検索

高齢者就業相談日
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